
 

 
 
研究開発 

資生堂、菌叢研究を通じて敏感肌には表皮ブドウ球菌の生育を阻害する 
特殊なアクネ菌が多いことを発見 

～特殊なアクネ菌を選択的に抑制する効果を微生物由来エキスに発見～ 
 

資生堂は、東京大学医科学研究所附属ヒトゲノム解析センター井元清哉教授、植松智特任教授らとの共同

研究において、敏感肌には、健康な肌に必要な表皮ブドウ球菌の生育を阻害する特殊なアクネ菌（以下、阻害

菌）が多いことを発見しました。この発見は従来よりも解析範囲と解像度を大幅に向上できる全ゲノムショットガ

ン解析を活用した成果です。そして、この阻害菌を選択的に抑制し、表皮ブドウ球菌が育ちやすい環境を作る

成分として、過酷な環境に生息する微生物由来の発酵エキス（以下、微生物由来エキス）を独自のスクリーニ

ング※1 で見出しました（図 1）。今後も、肌の敏感さをもたらす原因を探り解明することで、新しいスキンケアソリ

ューションの実現を目指していきます。 

 本研究の成果の一部は、2024年 8月 7日～9日に開催された第 97回日本細菌学会総会にて発表しました。 
※1 特許出願中 

 

 

 
 

 

 

研究背景 

資生堂は、肌の内部や身体と心の状態、さらにはそれらの関係性を解明する独自の技術を活用し、50 年以

上にわたって敏感肌の研究に取り組んできました。多様な敏感肌の症状の根本原因を追求することで、生活

者のストレスや不安を和らげ、理想の肌を実現することを目指しています。 当社は、肌の敏感さには、皮膚常

在菌叢※2 の中でも大きな割合を占めるアクネ菌と表皮ブドウ球菌の影響が大きいのではないかという考えの

下、そのバランスに着目して研究を進めてきました。その結果、敏感肌では、アクネ菌に対する表皮ブドウ球菌

の割合が非敏感肌よりも低く、アンバランスな状態であることを見出しました※3。また、その改善のために、表

皮ブドウ球菌を増やすプレバイオティクス成分※4も開発しました。 

今回はさらに、敏感肌においてアンバランスな状態になる原因を解明し、敏感肌への新たなアプローチ方法

を探るべく、研究を進めました。 
※2菌叢(きんそう)：ある一定の環境に存在する、細菌などの微生物群。マイクロバイオームとも呼ばれる。 

※3資生堂、敏感肌では皮膚常在菌叢の多様性が低いことを発見(2020年) 

https://corp.shiseido.com/jp/news/detail.html?n=00000000002960 

※4 プレバイオティクス成分： サッカロミセス抽出エキスを含む成分の組み合わせ。肌に有益な効果をもつ菌を増やす効果が期待される一方で、

悪玉菌の増殖には影響しない。 
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図 1 敏感肌には阻害菌が多く存在し、微生物由来エキスによって阻害菌を選択的に抑制 

https://corp.shiseido.com/jp/news/detail.html?n=00000000002960


 

敏感肌には阻害菌が多いことを発見 

敏感肌のアクネ菌と表皮ブドウ球菌のアンバランスな状態の原因解明にあたり、皮膚常在菌叢のすべての

遺伝子配列を解読すべく、今回初めて「全ゲノムショットガン解析法」を用いました。その結果、敏感肌には、表

皮ブドウ球菌を抑制する抗菌ペプチドを作る遺伝子の割合が多いことを発見しました（図 2）。また、その遺伝子

は一部のアクネ菌（阻害菌）だけが持っており、阻害菌と、非阻害菌（阻害菌ではない肌に必要なアクネ菌）が

表皮ブドウ球菌の生育に与える影響を比較したところ、阻害菌では表皮ブドウ球菌の生育が抑制されることが

確認できました（図 3）。 
 

                
 
 
 
阻害菌のみを抑制する微生物由来エキスを発見 

これらを踏まえ、敏感肌に多い阻害菌を選択的に抑制することができるエキスを独自の方法でスクリーニン

グし、微生物由来エキスを見出しました。阻害菌を抑制する一方で、肌に必要なアクネ菌の生育は阻害しない

ことにより（図 4）、表皮ブドウ球菌が育ちやすい環境をつくり、皮膚常在菌叢のバランスを整えます。なお、微

生物由来エキスは、以前当社が開発した、表皮ブドウ球菌を増やすプレバイオティクス成分の働きに影響しな

いことも、確認しています。 

 

 
 

 

 

 

今回資生堂は、敏感肌の原因のひとつに対する新たなアプローチを確立し、皮膚常在菌叢のバランスを整

える成分を見出しました。本発見は今後、肌を健康に保つスキンケアソリューションの強化に繋がると考えられ

ます。これらの研究で得られた皮膚常在菌叢に関する知見と成分は今後のスキンケア製品へ応用していきま

す。 

  

図 2 敏感肌には阻害菌が多く存在 図 3 阻害菌は表皮ブドウ球菌の生育を抑制 

図 4 微生物由来エキスは阻害菌を選択的に抑制 



 

開発研究員 

 

 

 

 

 

株式会社資生堂 みらい開発研究所 

主任研究員（博士） 柴垣 奈佳子 

 

 

 

 

 

R＆D戦略について 

資生堂は、イノベーションを加速させるためのアプローチとして R&D 理念「DYNAMIC HARMONY」のもと、

「Skin Beauty Innovation：ブランドの価値向上」「Sustainability Innovation：循環型の価値づくり」「Future Beauty 

Innovation：新領域への挑戦」の 3つの柱を立てています。また、オープンイノベーションを推進し、さまざまな外

部機関との研究アライアンスを通じて、新しい価値創造を進めています。資生堂の先進サイエンスと世界トップ

レベルの研究機関の知と技術の融合から創出された革新的な研究成果は、化粧品技術に関する世界最大の

権威ある研究発表会 IFSCCなどグローバルにおいて学術的にも高く評価されています。 

 

R&D理念「DYNAMIC HARMONY」とは 

https://corp.shiseido.com/jp/rd/dynamicharmony 
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